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 要  旨 
 
プラズマディスプレイ(PDP)の高画質化に対し、輝度の向上は重要な課題であ























輝度 (緑色 )、バックグラウンド (緑色 )はそれぞれ3200cd/m2、3.0cd/m2であり、
1060:1の暗所コントラスト比を得ることができた。  
さらにバックグラウンド輝度低減を目的に、ランプリセットを用いさらに
1SF目だけ書込アドレスを行う書込･消去アドレス併用方式を適用した。書込ア
ドレス速度を2.33µs、消去アドレス速度を0.66µsとし、VXsus=245V, VYsus=180V, 
Vdata=30Vとした際に、バックグランド輝度を0.22cd/m2まで低減し、14000:1の暗
所コントラスト比を得ることができた。このときSF数は28、発光デューティは
83%となる。  
 
 
